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パラミロン粒子はこれまでにない難消化性成分
パラミロンは脂質排泄を促進しない
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パラミロンは腸内発酵を促進しない

平均値と標準偏差を表す
*対照群と比べて有意差あり(p<0.05)
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食物繊維の作用
では説明できない

粒子を解繊すると食物繊維としての機能が顕在化する

アルカリ処理解繊パラミロン（SEM)

パラミロン粒子 解繊パラミロン

解繊したβ－グルカン盲腸内短鎖脂肪
酸を増加させる

盲腸1gあたりの総短鎖脂肪酸 盲腸全量あたりの総短鎖脂肪酸

平均値を表している
異なるアルファベット間で有意差有り(p<0.05)

パラミロンの作用
は粒子特異的



パラミロンはどのように消化管に直接作用して肝臓の
脂質代謝を改善するのか？

パラミロン

肝臓

門脈

肝臓遺伝子が内因性リガンド
（脂肪酸など）や腸管由来サ
イトカインに応答するか？

物理的な刺激（絨毛、粘膜層に直接刺激）
直接的なシグナル伝達が存在するか？
• 免疫関連受容体(Dectin-1)
• メカノセンサーチャネル(Piezo1)
• 嗅覚受容体（Olfactory receptors）
• 物理的な刺激応答

門脈血成分が変化するか？

小括

1. パラミロンの作用メカニズム

✓消化管に直接作用し、脂肪酸輸送、キロミクロン分泌に影響した可能
性を示唆

✓免疫賦活作用も消化管に直接作用した可能性がある

✓肝臓のPPARαの活性化を介した脂質異化促進作用が主な作用機作
である可能性を示唆

2. パラミロン由来β-1，3グルカンの機能性

✓解繊処理により、脂質吸収抑制作用を介した脂肪蓄積抑制、血清脂
質改善作用が顕在化する。

✓解繊処理により、プレバイオティクス効果が発現する。

✓PPARα発現亢進作用は、パラミロン粒子が寄与している。
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中枢シグナル

パラミロンの腸管
直接作用

p<0.05

アクアポリン3（反転腸管法）

カリクレイン1（反転腸管法）

セルロース パラミロン

セルロース パラミロン

パラミロンの消化管応答メカニズム

1. パラミロンの効果は、粒子形態で機能を発揮する。これま
での食物繊維の範疇にはないメカニズムが存在する。

2. これまでの報告例から、パラミロンの効果の一部は、
Dectin-1を介したシグナルである可能性がある。現在、
Dectin-1ノックアウトマウスを用いた実験により、 Dectin-1
が関与する作用を検討中。

3. 反転腸管法によるパラミロンと腸管の直接接触実験よりパ
ラミロンの直接作用があることが確認された。さらに、門脈
血のメタボローム解析よりパラミロン摂取により、増加する
成分、減少する成分が存在することが確認された。消化管
シグナルを介した臓器連関が存在することが推定された。
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